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概要

2014年度は、法人設立の第 4期となります。本年の事業概要は、以下のとおりです。

昨年は甲信支部が長野県の助成を得て大規模なフォーラムを開催することができました。また、GID学会が沖縄で開催される

ことに合わせて全国交流会を開催し、世話人の方々によるエイサーを披露するなど大盛況に終わりました。

また、シンガーソングライターの中村 中さんに出演頂き、今までにない展開を実現できたと思います。

政府に対する政策提言・要望事業では、新たな要望書こそ提出していませんが、厚生労働省と文部科学省の官僚との面談や委員

会への出席を通して、着実に実績を上げることができました。

運営体制

2014年度の運営体制は、以下のとおりです。

役職 氏名

代表 山本  蘭

副代表 向坂 壱 ※1月31日付で理事・副代表を辞任

理事 上野柚季恵 ※2月11日付で 副代表に選任

理事 飯塚裕人

理事 倉嶋麻理奈

監事 國友 幸

東京支部長 飯塚裕人

関西支部長 倉嶋麻理奈 副支部長 税所珠生

東海支部長 鶴田 亨

北陸支部長 佐藤巧生 副支部長 桐山あかり

中国支部長 清水由佳 副支部長 米田未那

九州支部長 椎太 信

沖縄支部長 比嘉淑貴 副支部長 仲村 司

南東北支部支部長 千葉 碧 副支部長 吉田充希

北東北支部長 小林理跳 副支部長 高橋山都

甲信支部長 桜井大輔 副支部長 長岡春奈

顧問 山内俊雄 埼玉医科大学 名誉学長

原科孝雄 埼玉医科大学 名誉教授

二宮周平 立命館大学 法学部 教授

中塚幹也 岡山大学大学院 教授、GID学会 理事長

難波祐三郎 岡山大学病院ジェンダーセンター教授

松本洋輔 岡山大学病院精神神経科 助教

山口 悟 ナグモクリニック GIDセンター長

法務 柳原由以 弁護士 東京アドヴォカシー法律事務所

所属
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＜本部＞

調査研究事業

本年度行った調査は、以下のとおりです。

● 性同一性障害特例法による性別の取扱いの変更数調査

毎年行っている「性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律第 3条第 1項の事件」の、受理、既済、未済 手続き別事

件別件数調査です。

本年度も新受受付・認容数が増え、累計で 5000名を超えることになりました。

講師派遣事業

以下の講演会に講師として桜井甲信支部長を派遣しました。

2014年 5月 9日 長野県小県郡長和町 和田中学校

参加者 40名

いじめ、差別、偏見を無くす授業の一つとして講演を行いました。

総数 認容 却下 取下げ その他

2004年 130     -       130     101     97      -       4       -       29      

2005年 272     29      243     241     229     4       8       -       31      

2006年 288     31      257     263     247     4       11      1       25      

2007年 309     25      284     281     268     5       8       -       28      

2008年 468     28      440     429     422     2       5       -       39      

2009年 505     39      466     463     448     3       10      2       42      

2010年 579     42      537     540     527     1       12      -       39      

2011年 678     39      639     618     609     1       8       -       60      

2012年 802     60      742     753     737     5       10      1       49      

2013年 835     49      786     780     769     2       8       1       55      

2014年 886     55      831     828     813     6       7       2       58      

合計 5,752   397     5,355   5,297   5,166   33      91      7       55      

未済総数 旧受 新受
既済

年
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政策提言・要望事業

2014年度は新たな要望書の提出は行わず、既存の要望内容の実施をフォローしております。

日付 対応 内容

6 月 26 日 厚生労働省担当官 健康保険適用に対する意見交換

8 月 29 日 厚生労働省担当官 健康保険適用に対する意見交換

齋藤日本精神神経学会 GID 委員長、中塚 GID 学会理事長も出席

6 月 12 日 文科省担当官 全国調査および参考資料作成委員会に関するヒアリング

7 月 24 日 文科省担当官および委員

8 月 29 日 文科省担当官および委員 性同一性障害参考資料作成委員会にオブザーバ出席

9 月 19 日 文科省担当官および委員

健康保険適用に関しては、厚生労働省の担当官と膝詰めで話し合いを行い、保険適用のための条件等につき重要な示唆をいく

つかいただくことができました。

これを受けて、関係学会が連携し体制を整えること tなり、保険適用実施に向け、大きく前進したかと思います。

また、文部科学省については、一昨年の文部科学省への要望を受けて 1 月に全国調査を行い、その結果を受けて性同一性障害

に関する参考資料を作成することが決まり、委員会が発足して審議が行われました。

gid.jpも 3回全てにおいてオブザーバ参加しており、その都度提言を行ってまいりました。

参考資料は 2015年春頃までには完成し、配布の予定です。
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本年度未達成事業について

2014年度本部事業計画の内、未達成および進行中の事業は以下の通りです。

広報事業

性同一性障害ハンドブックの製作に関しては、以下の内容で制作を開始しています。

●目的

１．当事者が家族や会社・学校への説明ツールとして使うため。

２．当事者自身への啓発と正確な情報の周知。

●配布内容について

１．詳細版と簡易版の２つを作る。

２．まずは詳細版から作る。

３．冊子として印刷する他、HPへの掲載や PDFでの配布も行う。

４．冊子は A4版とし、フルカラー印刷を目指す。（詳細版は一部白黒）

５．簡易版は 8ページ、詳細版は 50ページ程度を目標とする。

●主な執筆・監修者

山内俊雄 埼玉医科大学名誉教授

中塚幹也 岡山大学大学院保険学研究科 教授

難波祐三郎 岡山大学病院ジェンダーセンター長 教授

松本洋輔 岡山大学病院精神神経科 助教

山本 蘭 gid.jp日本性同一性障害と共に生きる人々の会 代表

●内容

--- 当面作成するもの---
・性同一性障害の概要と原因

・性同一性障害の治療の流れ

・性同一性障害の診断と精神療法

・性同一性障害のホルモン療法

・性同一性障害の手術療法

・名の変更と戸籍の変更

・用語解説

・医療機関の紹介

---その後作成するもの---
・社会適応

・QOL
・メンタルヘルス

・家族

・就労

・学校・教育

・政治・行政

・サポート

・これから（DSM-5、ICD-11、世界の流れなど）

・年譜

等
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調査研究事業

以下の調査研究事業を行うこととなっていましたが、1以外は未達成となりました。

教育関係に関する調査については、文科省が行ったこととそれを受けて参考資料の作成が行われたことから、今後の展開をみて

再度検討したいと思います。

１．特例法性別変更数調査

２．手術療法に関する調査報告書の作成

３．教育関係に関する調査

４．生命保険・医療保険に関する調査

普及啓発事業

・ホームページ

サーバ構築にかかりましたが、作業依頼者の都合により中断しております。

2015年春頃に別の方に再依頼する予定です。

・gid.jpの紹介パンフレット

現在制作中です。2015年 5月頃の完成予定です。
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支部事業報告

事業概要

年間催事報告

支部名 月日 内容 参加人数 支部合計

東京 4月26日 32ndフォーラム 71             

5月18日 家族交流会 4               

6月22日 34thフォーラム 38             113           

関西 2月8日 支部総会・交流会 24

4月5日 花見・交流会 17

6月7日 交流会 24

7月5日 FtM交流会 24

8月2日 交流会 22

10月4日 フォーラム 30

12月13日 クリスマス会・交流会 22 163           

東海 1月19日 交流会  餅つき大会 17             

4月5日 交流会  「お花見」 16             

6月7日 交流会 9               

7月12日 交流会 12             

11月23日 交流会 7               

12月20日 交流会 19             80             

北陸 1月18日 総会・交流会 5               

3月1日 交流会 16             

5月10日 交流会 15             

7月21日 バーベキュー交流会 17             

9月20日 交流会 13             

11月24日 交流会 21             87             

中国 2月2日 交流会 6               

4月6日 交流会 9               

6月8日 交流会・講演会 21             

8月24日 フォーラム 43             

10月25日 交流会 6               

12月23日 交流会 4               89             

九州 2月9日 鹿児島スタッフミーティング及び懇親会 10             

3月1日 福岡交流会 6               

5月24日 鹿児島交流会　宮崎大学　石田先生講演会 33             

6月8日 福岡交流会　はりまメンタルクリニック　針間先生講演会 20             

7月6日 北九州交流会　北九州市立大学　河嶋先生講演会 24             

8月30日 福岡懇親会 7               

9月28日 福岡市主催　ハートフルフェスタ講演会　針間先生 30             

10月5日 福岡市主催　ハートフルフェスタ　ブース出展 ―

12月20日 クリスマス会 13             143           

沖縄 3月22日 GID全国交流会2014 in OKINAWA 82             

6月7日 交流会 12             

8月16日 交流会 24             

9月27日 レクレーション 20             

11月15日 交流会 23             161           

南東北 4月29日 講演会・交流会 13             

8月15日 バーベキューオフ交流会 9               

9月15日 講演会・交流会 8               

12月13日 交流会 9               39             

東北 2月9日 仙台交流会 17             17             

北東北 1月25日 新年会 18             

6月14日 交流会 10             

8月30日 レクリエーション・バーベキュー 13             

9月14日 講演会・交流会 24             

11月22日 交流会 13             78             

甲信 2月2日 フォーラム 240           

5月10日 交流会 14             

7月26日 バーベキュー交流会 24             

10月25日 交流会 4               282           

合計 1,252        

2014年度は甲信支部で県の助成金を得られたこともあり、240名の参加者を数えた大規模なフォーラムをまず開催することができ
ました。また、GID学会が沖縄で開催されたことに合わせてGID全国交流会を沖縄支部が担当して開催し、世話人のみなさんのがん
ばりでエイサーを披露するなど大盛況でした。
どちらのイベントにもシンガーソングライターの中村 中さんにご出演いただき、今までにない展開を実現できたと思います。
これにより各支部での参加者は合計で1200名を超え、過去最大となりました。
一方で東京支部が6月以降交流会の開催ができないなど不調の支部もあり、会員のみなさまにも多大なるご迷惑をおかけ致しまし
た。本部のバックアップ体制も十分でなったことをお詫び申し上げます。
2015年度はこれらの反省にたち、再度支部体制の拡充に努めて参りたいと思います。
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